




要約:全国の NICU 退院児のフォローアップの現況と今後の課題についてアンケート調査を

おこなった。その結果 90.8%の新生児を扱う病院ではフォローアップ外来を有しており、

新生児担当医によりおこなわれている。しかし小児神経専門家、栄養士、心理判定員、ソ

ーシャルワーカー等の参加は不十分で患児の在宅支援体制及びその質の向上が課題として

あげられる。障害を残した児に対し Chronic ICU あるいは Pediatric ICU の確立、地域で

の高機能な収容施設の拡充が必要である。また細分化される医療の中でフォローアップあ

るいは発達小児科という分野の確立、行政との連携及び業務分担が必要となりその意味で

の地域化が必要である。 


